
昭和43年に 29名で鈴友会が誕生｡そして皆さんを迎え､会員数7,196 名

になりました｡卒業して社会人の第一歩を踏み出そうとしている今は前途洋々ですが､時を経て､子育てを終え､仕事に一区切り付いた

頃､ふと､友人や学舎の思い出が懐かしく､人恋しくなる日が来ると思います｡ 

そんな日の為に､暖かく包める同窓会を皆さんと共に創って行きたいです｡（平成21年3月18日現在） 

（平成19年3月18日現在) 
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 鈴友会名誉会長・学長 

佐治 晴夫  

 

  
鈴友会会長 

増田 文子   

（昭和44年度卒業） 

今年 2009 年は、イタリアの科学者ガリレオ・ガリレイが始め

て自作の天体望遠鏡を星空に向けてから、ちょうど400年にあた

ることを記念して、国連、ユネスコ、国際天文学連合が定めた「世

界天文年」です。ガリレオの偉大さは、天体を見て、ただ驚いた

だけではなく、それをきちんと観測することによって、驚くべき

宇宙のからくりを理解したところにあります。たとえば、月の上

には、山や谷があることを発見し、太陽光を受けてできる山の影

の変化から山の高さを推測したり、太陽の黒点が縁に近づくにつ

れて、平べったくなることから、黒点の正体は、太陽表面で起こ

っているガスの渦巻きであることを見つけ、さらには、木星のま

わりを四つの衛星が回っていることの発見から、地球外の天体

が、回転の中心にもなりうることを理解し、当時の天動説が間違

っていることを世の中に示したのです。 

 さて、人間は、自分を中心にして物事を考えてしまいがちです。

しかし、あなたが一本の鉛筆をもっているとき、私にとってのそ

の鉛筆は、「あなたの鉛筆」であり、あなたにとっての鉛筆は「私

の鉛筆」でしょう。そのように立場によって、物事の見方は違っ

てきますが、私とあなたという関係は、たがいが存在することに

よってのみ存在する関係です。つまり、自分以外の外の世界を知

ることは、とりもなおさず、自分は、その中の一部に過ぎないと

いうことを知るということでもあるわけです。すべての存在は、

ひとつの大きな絆で結ばれているということです。 

ところで、鈴友会のみなさんは、同じ伝統の空気の中で、しか

も同じ学び舎で勉学に励んだ仲間という絆で深く結ばれていま

す。それは、いつまでも、たしかな人生の証しとして切れること

のない絆です。これからのみなさんのお幸せと今後のご活躍を心

からお祈りして、ご挨拶にかえさせていただきます。 

  御卒業誠におめでとう御座います。皆様の胸に去来するもの

は何か。昔を思い起こせば、想像に値するものがあります。お

祝いの言葉として、いくらでも美辞麗句を挙列することは出来

ますが、今回は、あえて差し控えたいと思います。 

皆様もご存知のように、戦後最大の～、100年に一度の～、

と毎日のようにこの言葉がまかりとおっています。折角内定が

決まったのに却下されたり、派遣ぎり、ましてや正社員とて、

安住していられない様相を呈しており、世に名だたるトヨタで

さえ赤字決算を公表しております。その中での皆様の旅立ちで

す。昨年の先輩達とは、状況が異なっております。今をしっか

り見据え、怠ることなくスタートラインに立っていただきたい

と思います。まず相手を知るのと否かで勝敗は、異なってくる

のではないでしょうか。私も団塊の世代として生を受け、卒業

してからずっと働き続け、誕生日になると公的年金が支給され

る年齢に達してしまいました。その中で思います。自分に対し

て付加価値をつけていこう。自分の命の基底部を高めていこ

う。せんえつかも知れませんがこの二点を皆様に贈りたいと思

います。付加価値、要は、人よりたとえ少しでも秀でたプラス

の要素を持つことです。次に、悲喜こもごもの連続した社会生

活の中でも、周りの人達より見守られ慈みながら育てられた生

命の輝きを曇らせることなく、自分らしく生ききっていただき

たい。 

あえて申します。後輩の役に立つのであれば、私達は援助を

惜しみません。知恵を振り絞り、同窓という人脈を駆使して解

決にあたります。そして意気揚々と声高らかに、またの再会を

喜びあおうではありませんか。 

学校のさらなる発展を願って。 

 

皆様のご壮健・ご活躍を祈念します 
祝  

ご卒業 

～会員数は7,196名になりました～ 

北海道 17 茨城県 14 山梨県 4 静岡県 247 奈良県 31 徳島県 9 熊本県 16
青森県 4 栃木県 10 長野県 84 愛知県 550 和歌山県 47 香川県 5 大分県 12
岩手県 14 群馬県 5 新潟県 64 三重県 3603 鳥取県 9 愛媛県 6 宮崎県 7
宮城県 9 埼玉県 14 富山県 37 滋賀県 257 島根県 17 高知県 10 鹿児島県 10
秋田県 11 千葉県 21 石川県 58 京都府 67 岡山県 9 福岡県 9 沖縄県 28
山形県 5 東京都 25 福井県 54 大阪府 55 広島県 23 佐賀県 5 国外 9
福島県 17 神奈川県 20 岐阜県 118 兵庫県 39 山口県 9 長崎県 8 不明 1494

計 7196



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事紹介 

生活学専攻 ： 伊藤 亜里紗・中西 由佳 

食物栄養専攻 ： 早坂 真姫・樋口 みずほ 

こども学専攻 ： 成 真基・中宮 千賀子 

幹事挨拶 

平成20年度卒業生117名は、本日、同窓会（鈴友会）に入会いたします。そして、 

私たち6名が幹事を務めさせていただくことになりました。よろしくお願い致します。 

（ 幹事代表 ：樋口 みずほ）  

鈴友会事務局便り 

会報Bell Friendを皆さんのお手元に送付します｡送付先の変更がありましたら､鈴友会事務局へ連絡をお願いします｡幹事の方々は時々

クラス会を開催し､近況を把握してください｡クラス会報告､近況報告は随時受け付けております｡みんなで楽しい会報を作りましょう｡ 

鈴友会(同窓会)事務局  〒513-8520 鈴鹿市庄野町1250 鈴鹿短期大学 内 

Tel:(059)378-1020 Fax:(059)379-4693 E-mail:reiyuukai@suzuka-jc.ac.jp   
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